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基本方針Ⅰ　個人の行動と健康状態の改善

１　生活機能の維持・向上

がん（計画該当ページ：18,19）

がん検診受診率 胃がん 5.1% 10 ％以上 5.0

肺がん 16.2% 21 ％以上 16.6

大腸がん 12.9% 18 ％以上 13.5

乳がん 11.3% 16 ％以上 ● 12.6

子宮がん 10.2% 15 ％以上 ● 10.6

循環器疾患（計画該当ページ：20,21）

男性 26.7% 22.3 ％以下 24.0

女性 21.2% 18.6 ％以下 23.0

男性 7.6% 5.7 ％以下 6.2

女性 14.4% 10.8 ％以下 13.4

予備群 12.8% 11.2 ％以下 12.0

該当者 21.1% 減少 20.3

32.7% 60 ％以上 34.3

44.4% 60 ％以上 31.3

糖尿病（計画該当ページ：22,23）

男性 8.6% 7 ％以下 9.4

女性 5.2% 4 ％以下 5.0

糖尿病治療継続者の増加 63.6% 75 ％以上 73.0

血糖コントロール指標におけ
る不良者の減少

1.1% 0.5 ％以下 0.9

ロコモティブシンドローム・骨粗しょう症（計画該当ページ：24,25）

ロコモティブシンドロームの
減少

18.1% 減少 ● 18.7 R6

骨粗しょう症検診の受診率の
向上

5.5% 10 ％以上 ● 6.4 R7

令和８年度の取組内容

（子宮がんは20歳以上、その他
は40歳以上）

特定健康診査・特定保健指導
の推進

ライフコース

目　標 現状値
（策定時）

項目・指標 目標値
（令和１８年度）

がん検診受診率の向上

高血圧の改善
収縮期血圧140㎜Hg以上の人
の割合
（40～74歳、服薬者を含む）

血糖コントロール指標における不良者（HbA1c
（NGSP値）8.0％以上）の割合（40～74歳）

身体的フレイル該当者（75歳以上）

骨粗しょう症検診受診率(30歳以上女性）

糖尿病有病者割合の減少
糖尿病有病者（HbA1c（NGSP
値）6.5％以上）の割合（40～
74歳）

治療継続者（HbA1c（NGSP値）6.5％以上の
うち治療中の人）の割合（40～74歳）

脂質異常症の減少
LDLコレステロール160㎎/dl以
上の人の割合（40～74歳、服薬
者を含む）

メタボリックシンドローム該
当者及び予備群の減少

メタボリックシンドローム該当者
及び予備群の割合 （40～74
歳）

特定健康診査の受診率

特定保健指導の実施率

がん検診（子宮がん検診・肺がん検診）の実施施設を増やすことで、受診しや
すい環境づくりを進める。
＜取組内容＞
・個別がん検診：胃がん、肺がん、大腸がん検診（6～12月）、乳がん検診（6～
11月）、子宮がん検診（4～2月）
・個別がん検診の実施医療機関の拡大（子宮がん検診、肺がん検診）
・集団がん検診：特定健診と同時（13日間）、がん単独（５日間）、女性のがん検
診（３日間）
・広報とよやまの保健センターだよりで、がん予防に関する啓発
・健康・福祉フェスティバルで乳がん自己検診のポスター配布
・3歳児健診を受診した保護者に女性のがん検診のリーフレット配布
・SNSを活用したがん検診のPR
・女性のがん検診で託児を実施
・がん検診と協会けんぽ対象特定健診の合同開催（２日間）
・要精密検査者に対する受診勧奨
・がん患者アピアランスケア用品購入費補助事業
・若年がんターミナルケア支援事業の実施

30歳代を対象に実施していた成人健診の対象者を16歳～39歳に拡大し、
検診料もワンコイン（500円）に見直すことで、若い世代の健診受診者を増
やし、将来の生活習慣病を予防する。特定保健指導の指導方法・内容の見直
しを行い、実施率の向上を図る。健診結果が要医療・要治療・要精密検査者へ
の保健指導を継続して行う。
＜取組内容＞
・集団特定健診の受診者に対する健康教育
・商工会の集団健診受診者に対する健康教育
・集団健診受診者で要医療・要治療・要精密検査者への結果説明会の開催（医
師・保健師・栄養士）
・特定健診・特定保健指導の実施
・特定健診受診券の見直し、変更
・広報やSNSを利用し、特定健診のPR
・（新）16～39歳健診の開始（対象者の拡大、検診料をワンコイン（500円）
に変更）

健診結果が要医療・要治療への受診勧奨・保健指導を継続して行う。
＜取組内容＞
・特定健診の受診率向上のための取組（受診券の変更、予約期間のPR等）
・集団健診受診者のうち要医療者に対する受診勧奨
・糖尿病治療中の者に対する医療機関と連携した支援体制の整備

運動に関する講座を行い、身体的フレイルの予防の啓発を行う。骨粗しょう
症検診の実施施設を増やし、女性の健康講座で骨粗しょう症について啓発す
ることで、健診の受診率の更なる増加を図る。
＜取組内容＞
・健康講座　8/27「毎日のながらで始める健康づくり」
・女性の健康講座「骨粗しょう症」
・女性の健康講座「更年期世代のための運動」
・骨粗しょう症検診の実施医療機関の追加

実績値

令和７年度の取組実績　

女性の健康講座内でがん検診についての啓発を実施し、SNSによる周知を
行った。協会けんぽの特定健診とがん検診の同時実施や託児を行うなどが
ん検診を受けやすい環境づくりを行った。がん検診の受診率は、胃がんは横
ばい、肺がん・大腸がん・乳がん・子宮がんは増加傾向にある。
＜取組内容＞
・ワンコインがん検診の実施（胃がんX線検査、乳がん検診、子宮がん検診）
・個別検診の実施：胃がん、肺がん、大腸がん（6～12月）、乳がん（7～11
月）、子宮がん（4～2月）
・集団検診の実施：特定健診と同時実施（7月・10月　計13日間）、がん検診
（11月　計5日間）、女性のがん検診（7月・11月　計3日間）
・女性のがん検診時に託児を実施（10名）
・（新）町がん検診と協会けんぽの特定健診の合同実施：11月　計3日間、42
名受診
・広報とよやま令和7年10月号でがん予防の啓発とがん検診の案内を掲載
・健康・福祉フェスティバルで乳がん自己検診のポスター配布（74枚）
・がん検診のPR：SNSによる周知（7月、10月）、3歳児健診・児童館でチラシ
配布
・集団検診受診者のうち要精密検査の方に電話での受診勧奨
・6/17女性の健康講座「プレ更年期を知ろう」で女性ホルモンとがんの関係、
乳がん自己検診の体験を実施、6名参加

高血圧・脂質異常症・メタボリックシンドローム該当者及び予備群の者は徐々
に減少している。特定健診は受診券を見直し、対象者に合わせた受診勧奨通
知を送付するなど周知方法を改善したことで受診率が増加した。
＜取組内容＞
・特定健診の実施：集団健診（7月、10月）、個別健診（6～2月）
・集団健診当日に健康教育の実施「減塩・運動」
・特定保健指導：医師・保健師・管理栄養士による結果説明会（8月、11月）、特
定保健指導（8月～３月）
・広報とよやま令和7年6月号　特定健診の案内・受診勧奨
・特定健診のPR：SNSによる周知（6月・9月）
・特定健診受診券の内容見直し
・特定健診受診勧奨通知の送付

糖尿病有病者（男性）の割合は増加したが、治療継続者は増加し、血糖コント
ロール指標における不良者も減少した。
＜取組内容＞
・集団健診受診者のうち要医療者に対する受診勧奨・保健指導
・医療機関と連携した支援体制の整備：尾張中部地域糖尿病性腎症重症化予
防地域連携推進会議への参加

女性のがん検診で骨粗しょう症検診も受けられるよう変更したことや健康・
福祉フェスティバルで骨粗しょう症について啓発したことで、検診の受診率
が増加した。
＜取組内容＞
・7/1　健康講座「楽しく歩いて健康になろう！ウォーキング講座」11名参加
・広報とよやま　毎日実践！フレイル予防！「健康長寿体操のご紹介」の掲載
・6/17　女性の健康講座「プレ更年期について知ろう」　6名参加
・2/24　女性の健康講座「ホルモン変化に負けないエクササイズ」8名参加
・3/3　女性の健康講座「ゆらぎ世代の心と身体をケア〜女性ホルモンと
　　上手につきあう食事術〜」10名参加
・健康・福祉フェスティバル：骨密度測定　110名、骨粗しょう症に関するクイ
ズ　105名
・（新）女性のがん検診の日に骨粗しょう症検診の実施：3日間で51名が受診
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令和８年度の取組内容

ライフコース

目　標 現状値
（策定時）

項目・指標 目標値
（令和１８年度）

実績値

令和７年度の取組実績　

　２　生活習慣の改善　

栄養・食生活（計画該当ページ：26,27）

男性 37.9% 28.1％以下 ● 32.9

女性 23.4% 14.1％以下 ● 22.4

男児 13.5% 11.7％以下 ● 13.1

女児 15.9% 10.4％以下 ● 4.7

21.5% 16.8％以下 ● 21.4 R6

小学６年生 13.9% 6％以下 ● ―

16～39歳 30.0% 10％以下 ● ―

52.3% 76％以上 ―

53.6% 60％以上 ―

身体活動・運動（計画該当ページ：28,29）

20～64歳

男性

20～64歳

女性

65歳以上

男性

65歳以上

女性

64.0% 69％以上 64.7 R6

16.3% 12％以下 ● ―

休養・こころの健康（計画該当ページ：30,31）

69.9% 80％以上 ―

20～59歳

６～９時間

60歳以上

６～８時間

心理的苦痛を感じている人
の減少

26.3% 23％以下 ―

ゆったりした気分で子どもと
接することができる保護者
の増加

76.0% 80％以上 75.4 R7

飲酒（計画該当ページ：32,33）

男性 17.2% 12.3％以下 ―

女性 16.0% 8.7％以下 ―

妊娠中の飲酒をなくす 0.9% 0% ● 2.0 R6

20歳未満の人の飲酒をなく
す

3.6% 0% ● ―

●

●

●

生活習慣病のリスクを高める
量を飲酒している人の減少

生活習慣病のリスクを高める量
（1日当たりの純アルコール摂取
量が男性40g以上、女性20g以
上）を飲酒している人の割合

妊娠中に飲酒する人の割合

20歳未満（16～19歳）の飲酒をした経験のあ
る人の割合

56.4%

最近1か月間にストレスを「おおいに感じた」人
の割合

ゆったりした気分で子どもと接することができ
る保護者の割合（３歳児）

睡眠の質と量の改善 ●

ウォーキング等の運動を週１回以上している人
の割合（75歳以上）

60％以上

体育の授業以外で運動をしていない人の割合
（小学６年生）

睡眠による休養が取れている人の割合（十分と
れている、まあまあ取れている）

睡眠時間が十分に確保できてい
る人の割合

73.5% 現状維持

●

―

―

肥満者【BMI25以上】の割合の
減少
（40～69歳）

肥満傾向児（ローレル指数140
以上）の割合（小学５年生）

週に２回以上、１回30分以上の
運動を１年以上継続している人
の割合

朝食を欠食する人の減少 朝食を欠食する人の割合

適正な量と質の食事をする
人の増加

塩分を取り過ぎないように気をつけている人の
増加

野菜を1日に２食以上食べている人の割合

適正体重の維持

低栄養傾向（BMI20 以下）高齢者の割合（65
歳以上）

●

運動習慣者の増加

34.1% 35％以上

22.7% 24％以上

37.0% 50％以上

33.9% 45％以上

フェスティバルや健康講座等で望ましい食生活に関する普及・啓発を継続す
る。
＜取組内容＞
・健康・福祉フェスティバルで食生活改善のための普及啓発
・女性の健康講座「更年期世代のための運動」
・集団特定健診の受診者に対する健康教育
・集団健診受診者で要医療・要治療・要精密検査者への結果説明会の開催（医
師・保健師・栄養士）
・集団後期高齢者健診受診者の内、低栄養が疑われる者に対する保健指導
・特定健診・特定保健指導の実施
・食生活改善推進活動ボランティア「食生活の会」の活動支援
・乳幼児健診・こども健康相談等での栄養相談の実施

運動習慣がある人が増加するよう、健康マイレージ事業の周知に努め、運動
に関する健康講座・女性の健康講座を行う。
＜取組内容＞
・健康・福祉フェスティバルで親子で体を使った遊びの提案
・健康講座　8/27「毎日のながらで始める健康づくり」
・女性の健康講座（更年期世代の運動）
・広報とよやまの保健センターだよりで運動に関する啓発、健康講座の周知
・健康マイレージ事業（チャレンジシート版、親子版、アプリ版）
・地域包括支援センターの教室や地域サロンで健康マイレージのPR
・小中学生向け健康マイレージ事業の実施
・広報やSNSを利用し、健康マイレージ事業のPR

睡眠に関する健康講座を行い、質の良い睡眠や睡眠時間に関する啓発を引
き続き行う。集団がん検診受診者へのこころの健康教育や広報とよやまでス
トレスへの対応について啓発を行う。
＜取組内容＞
・健康講座　9/8「快眠セミナー」
・広報とよやまの保健センターだよりで、睡眠・メンタルヘルスに関する啓発
・こころの健康相談の実施（臨床心理士）
・集団がん検診受診者に対するこころの健康教育の実施
・メンタルヘルスに関する相談窓口の紹介
・母親支援教室、子育て支援教室、こども健康相談等の実施
・乳幼児健診において、こどもの生活リズムに関するパンフレットを配布

親子（母子）健康手帳交付時に飲酒者への保健指導と育児支援を継続する。
健康・福祉フェスティバルで適正な飲酒量の啓発を継続する。
＜取組内容＞
・広報とよやまの保健センターだよりで、飲酒に関する啓発
・健康・福祉フェスティバルで適正な飲酒量の啓発、アルコールパッチテストの
配布
・特定保健指導や健診結果説明会で、多量飲酒者に対する保健指導の実施
・親子（母子）健康手帳交付時に飲酒者への保健指導、健康教育を実施

肥満者の割合は減少傾向となった。低栄養の高齢者の割合は横ばいだった。
＜取組内容＞
・集団健診当日に健康教育の実施「減塩・運動」
・集団健診受診者への結果説明会：要医療・要精密検査の方への保健指導（保
健師・管理栄養士）
・集団健診受診者のうち低栄養が疑われる後期高齢者への栄養指導　5名
・食生活改善推進ボランティア「食生活の会」の活動支援：定例会6回
・健康・福祉フェスティバル：食生活の会による啓発活動（骨粗しょう症に関す
るクイズ　105名）
・乳幼児の栄養相談：10か月児健診、1歳6か月児健診、3歳児健診、こども健
康相談での栄養相談　延106名
・2歳児すくすく相談で栄養相談の実施　年6回
・広報とよやま令和7年9月号「健康増進普及月間」　野菜摂取の啓発
・3/3　女性の健康講座「ゆらぎ世代の心と身体をケア～女性ホルモンと上手
につきあう食事術～」10名参加

―

―

―

―

健康マイレージのアプリ版を開始し、運動習慣が継続できるよう一日の歩数
の記録ができる機能が追加された。健康講座や女性の健康講座で運動に関
する啓発を行った。
＜取組内容＞
・健康マイレージ事業：チャレンジシート版201名、親子版小中学生509名、
保護者281名参加、（新）アプリ版参加者113名
・広報とよやま令和7年9月号「健康増進普及月間」　+10（プラス・テン）
・広報とよやま毎月掲載　毎日実践！フレイル予防！「健康長寿体操のご紹
介」
・健康・福祉フェスティバル：親子で障害物競争　83名参加
・7/1　健康講座「楽しく歩いて健康になろう！ウォーキング講座」11名参加
・2/24　女性の健康講座「ホルモン変化に負けないエクササイズ」8名参加

妊娠中の飲酒経験者の割合が増加したが、人数が少ないため、数値の変動も
大きい。対象者には、個別の保健指導を実施した。
＜取組内容＞
・広報とよやま令和7年12月号「飲酒は節度ある適量で楽しみましょう」
・健康・福祉フェスティバル：アルコールパッチテストの配布　50名
・健診結果説明会で、多量飲酒者への健康教育
・親子（母子）手帳交付時に飲酒者への保健指導・健康教育

睡眠の質と量の改善のため、睡眠に関する健康講座を初めて開催した。集団
がん検診受診者についても、睡眠に関する健康教育を実施した。
＜取組内容＞
・8/17　健康講座「今日からできる快眠法」　29名参加
・広報とよやま令和7年8月号「健康な毎日は良質な睡眠から」、令和8年2月
号「ストレスと上手に付き合おう」
・こころの健康相談（臨床心理士による相談）　延7組
・集団がん検診受診者への健康教育「良眠生活のすすめ」　463名
・母子への健康相談：妊婦相談、こども健康相談、母親支援教室、子育て支援
教室の実施
・こどもの生活リズムに関する啓発：乳幼児健診受診者へのパンフレット配布
・電話相談（随時）

R4

R7
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令和８年度の取組内容

ライフコース

目　標 現状値
（策定時）

項目・指標 目標値
（令和１８年度）

実績値

令和７年度の取組実績　

喫煙（計画該当ページ：34,35）

男性 22.1% 19.4％以下 ―

女性 6.9% 3.5％以下 ―

0.9% 0% ● 2.0 R7

男性 0.0% 0% ● ―

女性 0.0% 0% ● ―

望まない受動喫煙の機会の
減少

84.2% 90％以上 ―

ＣＯＰＤと喫煙の関係を知っ
ている人の増加

16.0% 26％以上 ―

歯・口腔の健康（計画該当ページ：36,37）

歯みがき習慣の確立 0.9%
1％以下を

維持
4.2 R7

３歳児 95.2%
95%以上を

維持
● 96.4 R7

12歳児 80.1% 90％以上 82.6 R7

3.4% 3.0％以下 0.6 R7

67.2% 50.3％以下 58.9 R7

咀嚼良好者の増加 84.3% 90％以上 84.9 R4

歯科健診の受診率の向上 59.8% 70％以上 ―

基本方針Ⅱ　社会で支える健康づくり

社会とのつながり（計画該当ページ：38,39）

20～64歳 35.7% 45％以上 ―

65歳以上 45.1% 48％以上 ● ―

地域活動への主体的な参加 12.5% 20％以上 ● 11.7 R7

喫煙率の低下

成人の喫煙率

妊娠中に喫煙する人の割合

20歳未満（16～19歳）の喫煙
をしている人の割合

何でもよく噛むことができる人の割合（40～
74歳）

年に1回以上定期的に歯科健診を受けている人
の割合

社会とのつながりを維持・向
上する

過去1年間にボランティア活動を行った人の割
合

保護者による仕上げみがきがされていない幼
児の割合（１歳６か月児）

むし歯のない人の増加 むし歯のない人の割合

歯周疾患を有する人の減少

歯肉に炎症所見を有する人の割合（14 歳）

歯周炎を有する人の割合（40歳以上）

喫煙場所を守るようにしている人の割合

ＣＯＰＤがどんな病気かよく知っている人の割
合

町内の人とつながっている思う
人の割合（お互いに助け合って
いると思う人の割合）

歯みがき習慣の確立のため、引き続き乳幼児健診での歯科健診・保健指導を
継続する。咀嚼良好者を増やすため、高齢者口腔機能検査の受診勧奨や受診
者への保健指導、講演会の実施を行う。
＜取組内容＞
・ニューファミリー教室やあかちゃん広場で健康教育を実施
・１歳６か月児、2歳児、2歳6か月児、３歳児の健診で歯科健診、フッ化物塗
布、歯科衛生士による保健指導を実施
・保育園・小学校におけるフッ化物洗口の支援
・妊産婦、成人、後期高齢者への歯科健診の実施
・後期高齢者口腔機能検査の実施
・口腔機能低下者に対する保健指導（歯科衛生士）
・9/29　講演会「オーラルフレイル予防（仮）」
・8020表彰事業

他部署とも連携し、引き続きボランティア活動の支援を行う。
＜取組内容＞
・母子保健推進員の活動支援
・食生活改善推進活動ボランティア「食生活の会」の活動支援
・健康づくりリーダーとの連携
・豊山町シニアの通いの場マップの配布
・通いの場での出前講座（高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業）
・介護支援ボランティア登録事業におけるシニア元気づくりサポーターの養成
（地域包括支援センター）

親子（母子）健康手帳交付時や出生届出時に、喫煙者への保健指導と育児支
援を継続する。
＜取組内容＞
・広報とよやまの保健センターだよりで、たばこの害やCOPDに関する啓発
・健康・福祉フェスティバルでたばこの害に関する啓発
・集団特定健診や商工会の健診で、喫煙者に対してCOPDのリーフレットを
配布
・特定保健指導や健診結果説明会で、禁煙希望者に禁煙に関するリーフレット
を配布
・親子（母子）健康手帳交付時や出生届出時に、喫煙者への保健指導、健康教
育を実施

妊娠中の喫煙経験者の割合が増加したが、人数が少ないため、数値の変動も
大きい。対象者には、個別の保健指導を実施した。
＜取組内容＞
・広報とよやま令和7年11月号「世界COPDデー」
・健康・福祉フェスティバル：COPDリーフレットの配布　52名
・9/19商工会健診受診者への健康教育（禁煙・COPD啓発）　70名
・特定健診受診者で禁煙希望者への禁煙指導
・親子（母子）健康手帳交付時や出生届出時に、喫煙者への保健指導、健康教
育を実施

ボランティア活動の支援を行った。
＜取組内容＞
・母子保健推進員の活動支援：推進員9名　定例会月1回実施
・子育て世代に対する仲間づくり支援：ニューファミリー教室、母親支援教室、
あかちゃん広場
・食生活改善推進活動ボランティア「食生活の会」の活動支援：会員12名　定
例会2か月に1回実施
・豊山町シニアの通いの場マップの配布
・出前講座（高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業）：16回　延
256名
・シニア元気づくりサポーターの養成（地域包括支援センター）：9名

妊婦、乳幼児や成人歯科健診で歯科衛生士による保健指導を継続しており、
むし歯のない人は増加、歯肉炎を有する人は減少した。
＜取組内容＞
・妊婦・乳児への歯科健康教育：ニューファミリー教室　年3回　延8名、あか
ちゃん広場　年3回　延84名
・１歳６か月児、2歳児、2歳6か月児、３歳児の健診で歯科健診、フッ化物塗
布、歯科衛生士による保健指導を実施
・保育園・小学校におけるフッ化物洗口の支援：年長児～小学6年生が実施
・妊産婦、成人、後期高齢者への歯科健診
・（新）後期高齢者口腔機能検査：集団健診　29名、個別健診6名受診
・口腔機能低下者に対する保健指導（歯科衛生士）
・10/31　健康講座「口腔フレイル予防教室」 9名参加
・8020表彰：23名表彰
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